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■川艦五胃＃巾薫架 書∫▲夫  

●遭世人インタビュー 井出＃  

l■it虎衝暮書I〒く ∫ll淳  

●♯】■蠣コ吉tl打介一丁llネット  

●市長話11等巾助成tl廣一・t♯  

●「避の四さいたま環檀推薦壌■卓」  

●r市民がつく古志禾市の1■I暮ブラン】  

l■1t什≠  

●濃tの生さ■lたち  

●川■ゴくり†t■  

切り陰イラスト／毛利符範．  

t川越五河岸の繁栄 上新河岸 斎隠貞夫l   
人巾し曙■わけ卓L「匪揮」阜阿弓とLた■   

京覇と江戸に島1た映脾平兵♯ほ、十日  

の錮柁商サに発酵Lている。   

堪布同音Eは、白」月10冊のナ㌻文市  

抑Ir乱作前方の文化財となぅてい石凸 王  

たbl破かち崩■叩礪という阿乍市が出て  

「納tl旺材木・『椚．「刊円虎」肥料  

・輩☆、「成田」は椚・躊油即利こ東常  

というn什。また柑三相」が耶疇町【膿  

京肘中央酎に‖ll世騨」．「麒命」が  

伊勢町に「靡づH11儀所」を所†fしていた。  

「根昆」【土初めT鵬犀」と葉乗っていた  

腎式』＝・欝茄れl相即亡から購へl叩l】脾く  

と、新村刷ー＝こ里かる也損じIf】る。この  

一倍ほ拝もヰも新村持と呼ば九る地鼠．  

付近には折♯仕■亡が鑓ち咄心、■皐月古  

人遼も＿ この小さ互I11が三¶‾年に社中冊  

蛙址設瀬を潔たLたと加古布が少虻く黙  

って舌た。他■の伏の■巾ドに石■が饉  

っている。川きh庁ま化町と七ってい古ポ  

打倒Il河岸仇である。＿l二賭に萬l市と、下  

層別二几丑が3鵬駆っても古．H相川■に  

は、同地帖の開祖土いわhる沢Ⅲ拭イi書  

目供養の†i熊嘩があり、ここに玉東－一昨  

（】663）川j】二九∩と帯ちれていろ  

ことから耶和5り年1円29FI、保存会  

を作り、性∬式をした．上訴河川上‾一ポ  

河〃亡いうのfl．川の紙九がLから下へ  

という繰屯¶から名付けられた一軒打開  

届に革ま、モれぞれ荷扱いの噂門が為り． い■1■▼  

「腐食」は荒物に1汁¶、「（】l♯■む」  

¶が、今喋ろ いる。∬は制石島端苛で明拾12年11  

印鷺でも分か J19日T2放で没している，モの軋上  

ろ．現托の1 前科梓に耕軒「伊わ古」があり、粟帯御  

仁は折雄陀で 手の好捕Tや脚Pでの断み食いの椚、汗1．  

t4代「rモあ 菓子．田子虹どらモ1ていた。  

ろ■TftF一利  即削■桐・m情で出す火捧は＝旧札  

武術巾崎．1ニ亡 木田はコ軋托111托というのが耶娼だ  

席lこ＃机を掃 った。  

っ避納¶r税  吏東の削餞1よ■応時間で2架．明治仲  
田本欄大正∬i 噴蓮井1なしで1苫鵬化で九った．「恍  
■rlの曲別：】柑」【1早mを持って毎IJ兼帯を痛んでい  

H「掛目用＝ た．この「Jrl繊維≠」す舟歌がたわれた。  

瓢」のrJHこ出   九F一九l師トあだではこせぬ  

遥い柑職巾三卜甲   
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「  

坤 ▼■l．空仁3  

漬犠人インタピュ■  r馴睡掛り  

街の状趨喜一書よく♯してl、古の血りIl 井出 彰  く頭）  新河岸川の歴史と文化  
あら董L【モのヨ1  

鮪野 沖   

♯川濾麟お上げ貴講泊Il中台■に   

仕事（¢社寺鍵中電字書Rにす占こ   

とができ、そこEは尊書七倍印形■  

が鰹珪Lてい尋■そ九が撫で鼻九仏   

Tあ覿、水上繁最上オttく■lぴつい  

た鵡官せヤ■t■b少なく従いょう   

であ昂▲   
モIlち止立坪且麹ヒ■づく共賓点  

モ育七Tいることでも施る。つまり、  

無給・甘代故卓における自萄肯拝中  
宇宙■から生じる■■万■、幣■鶉  

d且想El引田してll石倉・らてあ昌一  

モの越■は¶ウ王で屯吐く．■箕疇  

代仁すてに艶生し、藤生疇代仰■作  

▲■と日月天地の■ホ、モ九に鵬竜                     ．1■■ll■■  
¢一打椚：で木与。モし■T「♯¢■」（D  

析囁・折井、i蒼（大王・小王〕匂  

■（方形月蠣■文雄円形∫薫暮）魯  

迅許し、鋼は川†行なわれたd 数由舌  

堵時代では、全t可約E」貴鼻■l丑宮古  

It、大■の■E■手鏡く貴け与■H瓢邑  

や蜜♯が■昔九占■きちに覆鵬に血  
けてますます大陸耳化が幕人き九占  
ょう仁なり、踊■58撞 く■明丁〕  

年に仏教と共に多くの僧畠や早着、  

杖＃薪ちかよ鷹す占．こ九に上って  

■円蝿万阜巾心にさくの苛記ポー正  
さ九．仏も中骨最上とも仁肘轟・■  

れ・遭最・絶■遭なども椚及した凸   
この虞■臼仁守鰐〔中ち申閂弁舌）  

もるIIは■l■オt■かれたqは641  

（■¶丁3〕年の晒とfえち出てい  

古．ち▲うどこの頃に咋古と古q纂  

應か欝ヒら九、こhに代ってl■穴噂、  

地下式j■■ポ出！■寸‾暑が、こIlら町  

井は、川恰いの用か、■更1■の缶1■  

上巳鳥きれてtlろ■ポ多I1．廉いこ  

l一昭っT肯Il申幣が膚甘さ九た形■  

舟t窄めちれら．  こ¢井野削l】t■中土漬憎tりこも  
このような巾■が見ち九るので、次  

回日月りIlt■の興躊■について無断  

してキたい。  

り遵棉缶  〔軋／ZT）におけろ在見  
由一千■1醐電器さんの事顎から  

一員訂に、●翳】1ltとIIう吉t克んモ  

す蓼t・＝   

≠当ほ，I州でもよかったんですオ【．1r  

川だと国分寺乳■九て古川の円事F某日に  

なってしまうので．轟の中書縫れている   

一身眉牒Ill一 という凛呼下條ったんでナ。   

現川とLlう巧はロI11TE疲がー口糧故障」  

の中で何度か腰1ているんですが．実は  

それ以静から償I｝れTいたん下すD＃l＝  

比¶l山といぅ訂井は岬書になllって轟い  

たんで■ナ貯t、ヰ咋尭1子由l明1ulこ止■  

ってい嚢ナ血■ a口早たって下っ上郡青  

E人ウた●曳川も．償わ九堰くな1てま  

た＃われて、モん在⊥うに在うていけIf  

l叫lなあと。  

－111与歩くょう仁覆ったきっ廿・けは℡   

無気与す与■l：りIlヒIH‖瑚ほ・りたん  

です上。   

川農モ歩いていたら拒媚凸むこう仁川  
舟tあって．あ九拝■け¶甲州だりたんです  

七に 川は方≠：さE内債から人生ヒIlえられ  

蜜‾一書t、与▲うど病昂」＝オlりだったので．  

蘭の川手且Il出したんTす．モの島と、  

耳こ老川を3日カヽ1日カヽけて歩身重Lた9  

j島中からカミソリ・ヒ手になサ、■っ■で  

ホ廿【見えせl、。胃の状1を川ポー事ょく  

衰LてIlる●t市が病ん‾亡いるんだなあ  

LEって．塵慮堰いて芯盲m馴軋み良禽古  

見て諷ょうとLlう景l掃阜lこなったんでナ．   

蔵や山と噸電つ曜ぐの刑lけ、人間で  

いえば血書のょう薇も巾。モこが汚九て  

い七ち伺仇上嶋b布く仕勺TL奮う。職  

鳶では19世紀に虎夫手書でナウかり汚  

れてどうにもⅡら吐くなった．止ち鵬ち  

せたのほ、住民＃屯だったという＝と与  

七】ったんでナ■疎府の愉ホが終わゥて住  
民が書環ナるょうlこなって．川がよみが  

えった人です。   

日本では．川っていう¢は江戸時代た  

一基尭ポに蕃hていて、江Fl引Ilで成り  

仕1Tいたんてナ血。R♯■川仕ど、声  

菓モはき■lll閏外Il貴市人エめ川なんで  

ナ。腋軒別引l喜■してI一瓢ヰがで睾たd  

土ころが、必■だからと一生■●作った  

川なのと、■事♯lに仕ってみんな耀虻てL  

量ったのはどういうことなんだろうと且  
い量ナ血．  

一川のこれオL∈‖1どうt重んでし■う．   

す慎が小さい囁∴不穏川内繋欄叩り＝l  

にサリガこをとサに行きまLた血tt今は  

布くてだぬでナヰでも、概草書300血  

杜■え椚丑L．自潜り如l出てくるので相月  

いでし上うか．■飛島たり（○薗キ宝っオ・  

3つ市で貫l、取るのは、モんqに大彙ヒ  

●ないと且ウんてす。モこに耳貴榊える。  

キん止力九重下町い取る上中笹くで曇る  
lわTは甘いでし▲う血・。   

■川にl時申Illたら舟ワセミがよたり  

Lて、Ⅶ土手のと＝与仁は虫オ【声いオ・ら●  

中りは中耳土手縫いいですね。¢土子に  

すると州は鋤くかち●  

雫「■蘭・－－ユT由仁言＝二F  
‾－ 

∴：二   

・・㌔‘ち磨 
触1水底りIl11．止た‖はきれいでも、  

鉱毒憫爪こと亡か良い∩でみたらよく七  
IIんL中ⅡいでL上うか一艇Ⅰ■水車鷹L  

Tる目属川や式辞川な人．かみると．門九  

た血翳キー轟けにLて甘jょう職牒けし  

士サム．   

でも、モんなlこ失望嘩Lてないんで寸  

土．これから人Uは織ってL－くだろうし、  

コンクリート下痢め虻ければ、モのう与  

■岸が爛九て百よ引こいい川になっていく  
と且ってtナ■  

－ こ巾ヰに出てくる町は虞｛ll台地卓  

薇hる川、つtり斬声l岸Illとモの月j空の  

Illです巾。これからはどこ与．   

■正、成層欝■が持主に仕って．よく  

蒙り史十．そ几下卑年l土、武司野＃が書  

る朋lを一♯すつ歩いてみょうかと出って  

い虞ナ。まだ吉川あたりまでしか持って  

l叫いんでナ机．i用岬■は轟い所与  

摩るので、鮒円などがよく1且えるんです  

机 ぐるっ上円く■卓怖いているんです  
舶。だかち、モの円にモって♯サトワー  

ク喜作1ていったら花市上いうものが逢  

う視点から見られるょうになるんと●互  

いか土取，ている人下す上．  

鶴見川流域ネットワーキング  

【柾 引   

■見川流域ネットワーキング（疇林：Tlモネサト）は、疇見  
川の水系に削って日然や軒陀宇び抗し、バクの姿¢講岬地阿  
を北直し屯がら流域規擢の市民連携をすすめ、安全・安らぎ■  
臼轄現職¶純の川づくlT▲まちづくり昔適して、持続可能な来  
光を附く新しい流域文化軒別川拍壮猟晰別掴潤虻て・る巾  

■L邑萌勤■ヂ1－タ   
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比卜刑畑示†トワーケ粛噂です01991咋の葡、綾∩消水の行政イベントに無」て耗域市民手  
づくりの‖祭りを行な「たのを皮切りに当打13「冊でスタートL、山奥流域各地での市民活  
動を脚Rねっっ、19g旺現在の奉加軌土5訃ヨ件となっています。  

【粛常方酎  0手痛同比参加団体所1の偶人  

0入缶には庶人全会貝め2同作   
以⊥の無用が必要   

0多■川及び相構」川の流域ネヮ   
トリークとも央蝿   

0年間予♯は刑1引ト・コ肌万円  

札■峰台 亡恥代議軒織女：坪数／■巾  

世儀人代慶一胃瞞⊥貞 巾よ，ト筐体として巾暮取貯嘲  

01藁によって、行救¢重複．   
辞小】を得てい古。   

：サ7才7′  
： これまでの寓サトワークとL  
：ての辟劉み昂密から、地域拓に  

ー有†■t杵雪托・椚雛I  

冊〉鵬療人・パタハウスー▼－－ 」 ▼市『t世ほ人仝■緻′蠣円構勤  

河川  
めこ  

甲聞帯や円満蘭・Ⅸとのき  
まかな加熱が必翠になりて  

D＝プロジェクトチーム   ロ：■／上占L中組下雉、河口‘鳩■   

量たは諸行■■金  鮎上び缶真鯛のサブ才っト  

きたため、A川の上・叫・下鶉  
猟甥と玉川別のサブネサトづく  
り与推胡Lてい石。  

1l＝一■＝＝－－－－－－＝－－－－－－－▼  

r事蕎層】㈹龍犠法人り叩ハウス 田当／中山、野村、脇田 廿色刷15－546一朋3T  

【糾ント】  

0河‖涜巾改正を前内妻にとらえる  
新「河川甜」■1、Zl跡巳甘見識会¢■■・地域づくり糾し－ルとLて前向きに受けl佃て  
T】モ不サトの朽＃‖ことって、ヤ領掃糠的に所用Lてい〈ことが大切  

0渦職場閃（流域の魅力と閉園〕与賞すFする  
革←罵な撼圃覿を持った甜甚め集ま巾では、洗墟冊札所勤郡恵やテーマの共和化か大切  

0無剋できl亡いコミュニティになろ   

Jllづくりや去ちづくりに摂Lて、テーマコ：1ニティとしてのノJ喜つけたい   
0ネットワーヰング（脚餌・川）からパートナーシップ（柑椚抑へ   

l相同件の僻惟と持ち現与印市Lっ「、龍城広軌で連携L、¶・民の吾鳥形成型で「覇  
山川流域人］の流域都債所動皐口抗す  

く〕流域法人の偶用  
Nl■U法案の成立左枠たずに有閑全社として流域法人・パタハウスを段託し．盲慣革帯  
の堂mをつく－）た   

ロブィ・ルド・データ・「日歩き」の両親一加『同作の共感する活動欄式  

嘩TRネヮトに関する幣科を人TLたい方は、l耶Il即日‖せ駅・矧即椚持ほでご一報Fさい   



¶ltSH‖仏現Hl■l引H■；■il此l＿！p．5  
Tlく：計Il■さl靂Hl馴帽‖l■；■；■t‖．ヱトl  

叩
詔
t
・
荒
川
叩
・
宍
透
 
卜
巾
望
占
岩
？
m
O
口
 
髭
畠
田
嘩
躍
′
？
叩
⊥
匹
垢
M
担
貼
最
｝
｝
官
 
軍
呂
ロ
m
り
肝
 
－
サ
下
里
胆
軍
事
山
系
 
 

。
ュ
朋
ト
ト
」
中
側
≡
P
棚
巴
卜
寧
嘱
岬
裾
申
］
■
諸
。
一
朝
缶
ぎ
罰
〔
直
撃
 
咋
h
－
皐
弼
一
、
一
騎
い
エ
ロ
‖
一
貸
手
麒
牡
里
芋
慧
早
苗
長
運
窓
側
サ
申
蔓
聖
 
 

。
■
朝
丘
J
‖
癖
■
望
川
W
訂
撃
¶
儲
虹
山
口
叫
声
L
当
り
高
潔
。
■
州
凸
日
賦
｝
卓
叫
り
赤
門
貴
．
肝
l
コ
ー
詳
甘
も
顔
T
■
』
♯
暫
′
」
瑞
⊆
′
州
】
完
蒜
亘
望
買
謁
 
 

。
■
欄
」
偏
平
瑚
山
人
■
り
吋
忌
相
好
堪
脚
鞘
■
貰
責
芦
」
椚
‖
一
聖
彗
慧
足
長
正
ノ
室
岩
貫
憲
 
 

ノ
品
↑
い
」
胡
堅
‖
岩
岳
古
中
臣
ノ
ビ
㌣
〓
〓
芸
道
帥
両
班
ド
1
り
両
肘
。
ト
㌣
Q
d
疋
」
停
車
冒
探
麒
■
日
中
当
確
e
E
告
喋
扁
．
ヨ
臣
民
P
ご
用
拍
 
 

。
↑
サ
J
｝
」
＃
屡
企
雲
脚
せ
d
 
（
錨
謀
）
吏
」
【
り
遍
照
凹
臣
鵬
′
．
．
い
J
監
哨
P
撃
墜
一
拡
E
垢
何
編
虻
朝
理
解
即
日
確
硯
・
宜
こ
≡
阻
」
≡
空
車
甥
苛
扁
罷
〃
」
七
患
り
u
り
り
再
 
 

。
■
P
母
』
吏
豊
山
棚
‖
重
油
迫
撃
ノ
ー
撼
点
眼
卦
鵬
云
∨
［
ニ
遍
菜
≡
前
置
蕊
面
㍍
紫
∴
虚
喝
≠
西
 
 

岩
．
叫
宗
一
 
 

彩の阿きLLた王月墳推進協議会につし】T  

今日・人口の州加や瓢市化巾上席手打よとして．大気汚染や．何」r相木F汚覆などの．  

いわゆる枢巾・柴宿型公青や．脛干物屯『間胤 身近な繹の減少の闘属、菖ちには、ダイ  

オキシン汚染や地嘩狙電化などへの対応即．大吉な讃潤と仕っT出ります．   

これちの¶履け．1I常生拝や逓簡の事裏擢■bヒ眉間すろとこ与が多＜．ますます播州化   

し．また．多様化してきているところです．   

このようた覇欄川＝如＝應切に対応していくためには、間旺の木舅を見権め．鶴々な対攣  

毛織十的に、かつ先取りしT実篤してll＜ことが必要です．   

哨ギ県では F層堆＃鬼・未聞‖貴礫」を膿最の基奉理念とし。各禰施策を＃押しており．  

平成6年12月‖こほ．持続叫特融の可能な循環型社会の構築菅用的とした「土疇玉膿環墳墓  

靂条例」を桝辞し、また・平成萬年2月には「讃墳へ虎魚荷の少壮い地域社会のま唄．  

「應み薫かでうるおい㊥島る顎埠の■保」，「地理胃境の保全と自主的取組の推遊」を長  

閑閂なロ打とした†呵玉県膚蝿慕手打ぎ」音醜置いたして磨ります．   

先に述べたとおり．璃嬢闘研は租たち瓜R簡生餌や事業痛覿と深い闘ゎりがあり．こ由  

計芦生還成するた引こは．十ラ救や県民、攣饗市などが、狩場の保全や■ほ‖こついて．モれ  

ぞれの祝卸卓自ら県たすとともと，お互いに協力しT句境の＃生や椚削＝取り組むことが  

必靂＝こなり±す・＝のことを目的としT、埼玉県は平氏U年3月l二「彩の回さいた重昂境  
推遣』欄はJを軒立いたしました．   

この頴虞由l王，l■内で情動している欄成風か10人以上の印件．県内に所在地を有する  

■燕所及び鼎や市町村で構成きれて由り、平成9年正米項fE印加人数はコ64柑体となっ  
ています．   

地膚≠＝ま1禽且の懐古んが圭什的な兼観せす引こあたっての．ネットワーク化を阿ろ青  

つかけ有性供丁るものです．会鎖¢牌戯ヒは．会長名禰く毎年1阿兜行Iと金憫†惜舶旺  
l古いた夏層墳ネットワーク」．年d阿発行〕車道イ・1す引まれ 岨娼王事零の虫知ら廿や  

児の可坦拝踏l；聞する黄巾をⅦ畔正伸きせてぃただ者ます．   
また・会費鞘の七井＝まあり託せん軋樗年1【可行う電蹄内申兎礁招雫．年間取回の照忠  

に折田古いただくことがあり麦す．   

円吸血俣食と射通への取組を－｝遺めろためと，靖墳推應臨柑会への町人について押検  
印＜だ壬るよう．止ろしく烏劇いいたし量す．   

克丸 田人中込事＝ユお近くの古環媚帯碍■柿師父は幣疇虔推遼課にありますので．お向  

Ll告わせ＜だきい．   

夏た・加入中込書を胃送fルただくと舌には，用件の『埠への職級内題が分かろ買料亡規  

約・去月右け1会稽削 を捧仰の上．1R覇墳推ホ丘ホT掛送付くださるよう虫削lいたし  

夏す．  

担 当 崎末摂環境生活許可培押遣喋 企繭・鞍部相当  

所在噌 丁コ茅6一拍m：轟日加l】．高砂コ－15－1  

嘲 非 0可き〔8ユD〕3035く折通＞  
FAコ亡 04鐘（8 3 ロ）d 7T T   
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「市．ロ已が「コ＜ 古志禾■巾■凸刃■錮■コrラ＝′」  

エコシティ去ホで控、9昨3月「市長がつくる去寓市の1ヰブラン」昔つくった。市民  

自身が知蒼古出L合った等身大心プランとLて荘日を集めてい古中   

プランは「水と蛙のヰサトワーグナラン」「ごみダイエットブラン」「嶺杜由まちプラ  
ン」「エコ・コミュニティひろばプラン」「虫ちば虫杜プラン」の6つの興＃的な行♯廿  

篤からな匂、200咋までの1D年間で達成す石ことを日磨とLてい古。   

嘩 
．■■丘∃Jll礫巨  

’けr．■一句＞王l己玉江l＝   

黒日川1は下醜から田計■工攣が1人でおり、す1七色  

萬点から且6h嶋丘までの工事が＃もゥています．今年度  

から血書カは、蛇行にとも曙りて■と℡が鼻り、景水の縫  

れポもったりして、雪に朋肝鼻がいっIfいtt与ところで  

ナ机ここも撫防右■くして川■爪蕾ん血かを■申下ける  
ことEなっています。   

劇■で杜、このエーについて■と市と市耳とで軒L食う  

■を作中たいといぅ■い舟・ち、「水辺の藁雌」有事－ワ▼  

Flこ鷹■を始めたところです．   

こ丸からの予定  
シンポジウム1 ≦り】宜Tl】（亡りIB：¢8－  

■t冊立≠三印可欄爛■妄  

シン■リサム■ 】1月月日ー＝‖   

「斬河削Il兼■士つ巾か、中年は粗鶴泊ホ稚遭遇何の占  

月21口〔口〕糟■儒金山■河川敷上椚緊ね月辺旺場に放  

て「川音知りて．Jllとよ遺になろう」のテーマで小再の中、  

実地されよLた．   

展示ブースコーナーには、ポ市■川轟tの上下洗のヘド  

ロや洪水東■コーナー、凧升舅豪、凧覧月i由コーナー苓  

＝にふh古址々仕体■ゾーン上なり重したb   

広場では、■缶が削ナられ地元の羊脾卓の大鏡■＃が■  

ピーい圭Lた．小さ甘子供■【土、♯」＿芸tよ中「ギン方寸  

ンシ■－」が七舞lに人中でした。   

午護に維、＃醜と月中♯のウオーナングンの事加古も加  

わり、皐んなで、兼年は、♯れる事t■いました。  

例えIf「ごみダイエサトプラン」では、粥年の救  

世と比べて10年：間で75！小の可♯ごみ車載らす提纂を  

している。また「立ちは公社ブラン」■引阻∴市民と  

行政が共同で運営す古井甘利事業体を作り、落ち葉  

在ど由未利用有柵轡lを収集Lて嬬」■化し利用するこ  

とを、事例を伺介し腋がら雄稟Lてい五．   

「水と椋のネ丁トワークプラン」では、志木市内  

を濱九五3未の川（荒川・新河岸川・■Ⅷ川）塩生鐙裏書総点回貞と性■付けて、川を中  

心に自然㊥保全・刑走を呼びかけていろ．今年も白熊とふ九あえ遊ぺ雇＝11の復活をテーマ  
おも」ろ出店．食べ■R台覇．北山公領l量＿ライナカt．  

他車占 と広場托、カサバのお香り状態になり董Lた。   

三つのJr】で典j■しで、今年も員■■l裏書乗欄LまL七．  

」L州11、ヨシノポ1」・ギン丁ナ・⊥ツゴ■スジエビ・帯   

舞台川托、】hトナドリ■ウ・丁プラハヤ・オイオワ・専   

濱口I11は、ウゲイ・Tルナ・ポ℡▲了ハ甘■シ▼ドジョ  

ウ笥でLた℡北川（t醜♯）・露剖Il（細水壌）・打田Jll  

亡下轟■）のモh下れめ檎1の」llのきいが嵐の■王でも¶  

中tした。   

りIlあモぴりIlまつり・天王つり・  

T月1甘u〔即■久宙米亀嵩削11で．椚5同日lこ在る  にさまぎま拝具拝的環取り組みをスタートさせた。   

今回で6回日となる川歩きでは、5月に折河削Il  

漉義ヒ残去れてい石旧河川を中東鷹欄幡Lたふ旧河  

川に痍さ九ている自然を商用Lながら残せ軽いかと  

方法を葎勺てい古。また、管理者である特恵熟新河  

岸11偲合冊水♯事前が進ぬてい古生腰系のためlこ水  

葬¢草を刈口残す耳の判り方に協力L、為らゆ古檎  

mbくわぺ‖l鵬モぴ」手、咤切勺に野■7J‖≧屯甘（【l）  

餌亡市の幣臼川でヤ年で宜凹口巾「川まつり」．吐いて8  

月1日〔土）2日（【け二日l『上兼る膚j河「北山わんIf  

く∫まつり】ポ、ヨ遇靂鷹で闘儀さ九まLた。   

語合川下は、、子供達は年前巾の剛Il≠■の襖、早卦こ  

讃垂水の州に入り一R巾．カ買－・ゴムボート1■げや、手  

円で鳳セりと．廿の一本11汁り琴喜、藁Lんでいました■   

罵□l11は、川嶋が広く、鴇＃、平■、土小善在薗もあり．  

11帖蜜化が多〈、手帳だけて皿く大人も．卸買一打和穐欄  

Lて、r11の講九に挑んでl・ょした。   

北川Ih同日、土■巾師土小学按の校虞で町外嗅胃凸が、  

酪痛き九、当R¢「耳tつOJへとつなげていさました。  

台を利用Lて市民への広報に＃めてIl古．刈中残し  

た仕分巳オオブタグサが異常零式して田■になってい与机試験的に耳判りをしたり、号  

削士オオナタグサを抜くイベントを企眉して、より多くの市民と力を合わせて川の生應碩  

の縫綺・向上に努めていきたlヽ。  

6Jlに吐、市教育委且金の協力を得て、プールにい与ヤゴ救出作戦を橙葉の一寸とLて児  
窯と一新E行い兼好井だった。今後拭この清蘭を宇按での水辺ビオトナづくりへとつな  

げていきたい血   

にムるカワセミやコリュケイの常襲糧となっている劇面♯  
の白魚革可ること配＃件上した慮■築か書示され七のです。  

こナ‖こ上1て金山k増企■乱びモ巾椚鯉の自薦■■が侵食  

古れることたなりました．今±で村岬に島中仕がら川との  

闇わりがイマイナ少なかった生山山地丑印判Ir上－♯と仕  

った白熊tかな免肘に再生で摘ものと期持して剛慮ナ。   

折しl哺州法によって軌l値■や声‖l川唱恨つl－て織■  

市民劇モⅦ革新血した爛鴇書鹿町剛■晒璃甘■事川仁も姓  
現さ巾ょうとLてい占ことはIll革土する私達にとって吐手  

当に♯Lいことでナ．   

こ由軌佃■11申瞳18年正巳完TLます一軒相即rl濾  
t州づく中虫艮の壊さんl   

最鳶一書宙仙練地史hにご来社下古い．  

「■■川Illづ（n市民翳■皇」清■世騒人  

潤荊rl】「金山超絶公印艶ロモの川辺巧Ilけくり王  

市民事加で＃生lこ 「量山■蝿企■」   

清■ホ由「生山中■企■」比、■■川中縄青＃にも古自  

兼書かむ朱庫です．こ削1茸鵬頓00甘佃来改■■岸の工  

攣に市且の声をという∈とて椚事市が「金山線地金綱及び  
モ虻り札辺座りl】づくり■牛舎」をつ〈ウtした．昨年5月上  

中且何のt■奥整■彗、誅■方法につItて荊1Lて書手し  

た・月経企にIL市の農政布から雷名、魔力菰かち2名書  

加して行環の止■から由無言上共に市貝¢弾じ耳手帳けて  
くれています．今年8月、嬢蹟1から改■汁■寒が示きれ  

嚢Lた．こめ改■＃は昨年出月に毎に＃u】Lた「■■州川  

づく中市民甲■東」巾■鵠■巾■斤上佃巾■斡台に右舟て  
出さ九た暑軍書Ⅷが書く清かさ九たものに在ってお一重ナ．   

5D－／ll巾■蔚に耐えら九与襲虻を即摩する■揮づく  

中古集什に、公爛の媚未を1車でも多く熟すことと、七欄  

ブラン喜作っての一番¢成果は、多くめ仲憫と知  

り合えたこと。モしてモれらを実現していくたぬの  

場と積金が増えたこと。こ九かちは、モ九に応えて  

いく市民の力膚値順吐けてくると息与。一歩ずつ、  

畢いlイベントを通じてこれちのプランを乗車Lて  

l・重たい。  

エコシティ去末代裏 毛利 符範  

濾蛮」由良  ＃飛 立椚   
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【ススキとオギ】  
㈲埼玉痕生態系偏濡協会  

堂未廉澤：   

遭い什、式鳶野では．虫句吾が■く頓  

になる上、ススキや千ガサボ、巾の■阜  

一面にたなびかせ古よ農がみち九ました。  

人々はこ¢耳闘仁分け入って杜、軍書豊  

島機の飼料や牛属の餌モ何ていたといわ  

れています。身元在ススキ野点から■毛  

折b取匂、歪団子と典ヒ供えてよ嚢址月  

を持つも月見は、年目まで受け薫がれて  

きた文化のDとつでナ。しかしススキだ  

と且って刈った群が、実はオギとい与別  

の蘭鞠だりた一髄どということがある¢  

モす。   

ススキとオギ持どちらもイ斗轟lのよく  

麒た♯■でナが、靂う点も島りiナ．ズ  

ユキは範良した1所巳＿一つの練オ、ら何  

稟もの璽提出し、大きな構に覆って生え  

ます．一方オギは、宵Fの水上逝くの砂  

が鞭書Lたところに一＊一木岬躁で生見  

ます。また■lこ生ぇ与毛はオギの方ポ良  

いた絶、全体的仁ススキ上り日っばl先  

見まナー   

こうLた特書を鏑に入れて歩いてみる  

上、ススキ野鳥＝i慮外上中ないことに討  

づ青ます。こ九は、ススキ翳軒ポ手入れ  

をされなく在って錬l＝震わったb、宅地  

にさ九たことなどが＃田てす。さらに今  

まで私た与がススキ野拒だと且ってみて  
いた村野¢オギの欝願も、■化蘭愉のオ  
オブタクサヒとゥてかわら九たり、埋絶  

立てられた匂Lていまナ。ススキやオ軍  

書はじめとナ古事棟な■■は、千人九さ  
九た甘1や自應のままの河＃など、さ土  

ぎま荘厳糧がよっTこモ、  

8月15日 t土）   
檻巾■事金  

野山北公【■プール書l集合 柑：30  
＝不‖jl試  

王1■：自然に宇ぷ余  
聞∩せ」■択．0粥一S65－1ヱTl  

む月23日l持1   
不た刈l■亡■つり  

西武ポ折打晴夫ギ駅集合 9：聞   
I旧止川和相川」対撞欄嬉l川＝Ⅲ  

－Ⅰ3・肌  

参加升二10巾円（保■何）  
持ちIl：弁当、虫ぬがわ、轟ポえー  
主揮：不老川濠♯川づくり珊屈照会  
間nせ：九■ 馴佗－95g一別柑】  

計月2g日l土）  
・一貫：ホt■書データ憬■l嚢   

新顔沢公民書F13：：叩一  
打肌＝新別封l弓水素凛輪台   

l円合せ：＃．持lMは－」T4一門翫  

8月2g日（土）   
薫読書ホt壇礫土椚F内書丘■さ  

鷹1貰魔1年」七草¶センター11：ロD山  
一】lLi集ヰ 環嶋保全11木耳保健龍  

月J1271Tまで  
冊 椚一別紺－3三185  

如 ロ3－5コ章侶－1ユT月  

9月5El（土）   
北川甘箕プサン横町禽（まと漉）  

里村山市中央恵比比集魚 tヨ：卸  
－16：ロD  

王1顎：北川かっば¢）食  
間台せ：宮＃ 012－56T一迫一6  
再環：北川印あるぺ吉葉、これから  

の哲せ窮L合い、チランづく  
り専行電います血  

9月覇＝∃（日】   
ホ丁目 粛薫1元シン；■少サム  

棄久照雄rlJ♯⊥驚料軒11こ叩  
－12：ロ0  

睾久冊繋市硯弟ホ叶文†ヒ皇∬r1月：ヨD  
■Ⅰ6：3D  

主催：＃風情米酢ホ優Il研究会  
阻久冊米はとけどじ上ウを守  
る虫  
斗！久宙米ホタルを呼びちどす  
金  

印合せ：疇縮 刷別一丁5一丁61ユ  
g月日l】（火）   

川巧1■土田胃空】■刑ウオフチンダ  
成上‡相川市中秒欄報命 9＝ヨロ  
F書■．岬i■川滝与りlトゴくり巾民■I轟  

会式■irlll概R  
和合せ■：l▲水 口l㌍ r】65－」2T1  

9月2m日（R）   
■1日 1目川ウオーチング  

嘱肝台耶・北翻F■＝コアテリア臍t  
萬ロー1〔  

弁当持事、歩きやすい■l腎で  
上儒＝JJ＝†川光輝川づくり轡旗点  

間合せ：据JJIHか一門－ほg6  
g員2丁日 圧H  

（tl）蠣1日 戎可巾＃綬少ンポジサム  
In■t  
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